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号
証

作　成
年月日

作成者 立証趣旨 備考

甲
１
５
８

大阪地裁平成２４年
（行ウ）第１１７号
発電所運転停止命令
請求事件　被告第１
準備書面

写
し

平成２４
年１２月
２５日

国　被告
指定代理
人

大飯原発差止に関する別の行
政訴訟において、被告・国が
提出した書面。目安時間の１
１秒は、安全余裕を示すもの
であり、「災害の防止上支障
がない」基準は２．２秒で
あって１１秒ではないことを
明確に認めている（３３～３
７頁）。
なお、国の主張の他の部分に
はあたかも原告が基準地震動
の設定値自体が間違っている
と主張しているかのような前
提で議論している部分や、段
階的規制論など独自の見解が
出ている。

甲
１
５
９

大飯発電所敷地内Ｆ
－６破砕帯の追加調
査―原子力規制委員
会現地調査に伴う報
告―（概要版）

写
し

平成２４
年１２月
２８日

関西電力
株式会社

債務者が２０１２年１２月に
行った大飯原発敷地内台場浜
トレンチ追加調査結果の報
告。台場浜トレンチで確認さ
れた断層は約２４万年前に起
こった蛇紋岩中の地すべりだ
と主張している。

甲
１
６
０

関西電力・大飯原子
力発電所敷地内破砕
帯の調査に関する有
識者会合第３回評価
会合　大飯原子力発
電所敷地内の活断層
（２）

写
し

２０１３
年１月１
６日

東洋大学
教授・渡
辺満久

第３回有識者会合に提出され
た報告書。債務者の地滑り説
に反論し、それを否定する根
拠を１０～１４頁の図で説
明。台場浜の断層は活断層だ
と主張している。

甲
１
６
１

大飯発電所敷地内破
砕帯の評価について

写
し

２０１３
年１月１
６日

信州大学
准教授・
廣内大助

第３回有識者会合に提出され
た報告書。債務者の地滑り説
に反論し、それを否定する根
拠を１２頁の図で説明。ま
た、債務者が示した阿多鳥浜
火山灰のカウント数が鉱物３
０００粒中にわずか０．９粒
しかないため「有意ではな
い」として債務者の主張を否
定している（８頁）。

甲
１
６
２

大飯発電所敷地内破
砕帯の調査に関する
有識者会合　第３回
評価会合議事録

写
し

２０１３
年１月１
６日

原子力規
制委員会

第３回有識者会合の議事録。

標　　　　　　　　目
　（原本・写しの別）
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甲
１
６
３
の
１

福井新聞記事　地下
埋設配管に穴をあけ
る　日本原電

写
し

２０１２
年７月１
０日

福井新聞
社

敦賀原発の敷地内断層調査中
の２０１２年７月に、ボーリ
ング調査によって地下に埋設
された重要配管に穴をあける
事故が起こったが、幸いにも
原発は停止中であった。

甲
１
６
３
の
２

福井新聞記事　線量
測定モニターケーブ
ルを誤切断　日本原
電

写
し

２０１３
年１月１
２日

福井新聞
社

敦賀原発で追加のボーリング
調査準備中の２０１３年１月
１１日に、放射能測定用モニ
タの信号伝送ケーブルを切断
する事故が起こったが、幸い
にも原発は停止中だった。

甲
１
６
４

京田辺市議会意見書
大飯原発稼働を一旦
停止し、敷地内の徹
底した断層調査を求
める意見書

写
し

平成２４
年１２月
２５日

京都府京
田辺市議
会

稼働中の大飯原発敷地内の断
層調査に関し、大飯原発の運
転を一旦停止してから徹底し
た断層調査するよう求める意
見書。衆参両院議長、内閣総
理大臣、経産大臣、環境大臣
及び原子力規制委員会委員長
宛に送付。

甲
１
６
５

第８回　地震・津波
に関する意見聴取会
議事録

写
し

平成２３
年１２月
２７日

原子力安
全・保安
院

天正地震による津波に関し、
津波に否定的な債務者の久々
子湖調査報告が説明されたこ
とに対し（１８頁）、岡村委
員から批判が出されたこと
（２１～２２頁）。

甲
１
６
６
の
１

第９回　地震・津波
に関する意見聴取会
議事録

写
し

平成２４
年１月２
５日

原子力安
全・保安
院

甲１６６の２に書かれた委員
の意見が、議事録では１７頁
に山本博文委員の意見として
記録されている。

甲
１
６
６
の
２

地震・津波　資料９
－３－１　若狭湾沿
岸における天正地震
による津波堆積物調
査（現地調査の概
要）

写
し

平成２４
年１月１
０日

原子力安
全・保安
院

出席委員からの主な指摘事項
として、「敦賀半島の突端の
『猪ｹ池』でボーリングをや
らないのは何故か。猪ｹ池は
海水が入っていない池であ
り、そこで津波堆積物が出な
かったら、５メートル以下の
津波であったということの論
証のひとつとなる。調査すべ
きと思う」が記述されてい
る。
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甲
１
６
７

第１７回　地震・津
波に関する意見聴取
会　議事録

写
し

平成２４
年６月２
２日

原子力安
全・保安
院

津波に関する猪ｹ池の調査結
果についての債務者の説明に
対し、それに批判的な見解が
複数の委員から出されたこと
（３９～４１頁）。また、シ
ミュレーションの必要性が山
本委員から指摘されている
（１８頁）。

甲
１
６
８

日本海の未知の大地
震による津波のシ
ミュレーション：若
狭湾北方沖の場合

写
し

２００６
年１０月
１日

神戸大学
石橋克
彦・原田
智也

若狭湾の北～北北西方向沖合
にある活断層による大地震が
引き起こす津波に関するシ
ミュレーション。断層長さ８
０ｋｍのとき、４ｍを超える
津波が若狭沿岸に押し寄せる
と結論。
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